
2 0 1 2 年１月２０日に新年会が開催
されました。大阪国際交流センター
永田理事長様のご出席を戴きました。
当日、来阪中のJ A 1 B R K ・米村氏も
ご出席下さいました。

← ご挨拶を下さる永田理事長様

大阪国際交流センター・ラジオクラブ

J I 3 Z A GM e e t i n g  :  2 n d  f r i d a y  1 8 0 0 R o l l  c a l l  :  e v e r y  s a t u r d a y  0 9 0 0R o l l  c a l l  :  e v e r y  s a t u r d a y  0 9 0 0

後列左から　J A 3 V W T  中野　　J O 3 V K D  村田　　J A 3 I V U  北井　　J K 3 I Y B  西

J O 3 L Z G  下津　　J P 1 T R J  塚原　　J A 3 A E R  荒川　　J E 3 B E Q  宮本

前列左から　J R 3 M V F  三好　　J A 3 A O P  杉山　　J A 3 U S A  島本　　J A 1 B R K  米村　　J H 3 A E F  東條　　J O 3 B A V  上田

 <  写真提供： J O 3 L Z G ,  J A 3 A E R  >



J A 3 A E R  荒川泰蔵

前号からの続きで、写真の番号もその続きとしています。今年（2 0 1 2 年）は1 1 月2 3 ～2 7 日にマレーシアの首都、
クアラルンプール（K L ）で第4 0 回のS E A N E T コンベンションが開催されます。皆さん、ご一緒に参加しましょう。

4 日目の2 0 日（日）は午前中に総会( P l e n a r y  M e e t i n g ) があった。A I T I の若
い職員がブルネイのアマチュア無線の現状について、スライドを用いて講
演した（写真4 5 ）が、この国では5 0 M H z やU H F がアマチュア無線に許可さ
れていなく、他の目的に周波数を割り当てていることに対する抗議の意見
が出て、国策だからとの返事に、海外からの参加者が、電波はよその国に
も飛んでいくと応酬し、今後検討する旨の回答を引き出していた。 その後
V 8 5 B D / 9 M 8 B D ,  J o h n n y さんがG A R E C ( G l o b a l  A m a t e u r  R a d i o  E m e r g e n c y  
C o m m u n i c a t i o n s ) について、これもスライドを用いて講演した（写真4 6 ）。続
いての会議にはなぜか筆者も前のテーブルに引き出され、S E A N E T のコン
トロール法方法や、コントローラーの候補者など、提案や意見の交換が行
われた。ブルネイのV 8 5 D X ,  S a l l e h さんから次期開催地 クアラルンプール
（K L ）の9 M 2 R S ,  R a s h i d さんにS E A N E T のバナーが引き継がれる場面では
筆者も立ち会わされ、一言喋れとマイクを渡されたので、4 0 年余り前、9 M 2
B L のコールサインを貰ったマレーシアでの開催は嬉しい旨の話をした（写
真4 7 ）が、あとで考えるとこれも次の開催地として日本を押すための作戦
だったのかも知れない。無事S E A N E T のバナーが9 M 2 R S ,  R a s h i d さんに手
渡された後、計画の概要が発表された（写真4 8 ）。開催時期は会場の意見
も聞きながら、C Q  W W  コンテストを避けて2 0 1 2 年1 1 月の第3 週末に決め
たが、その後、彼らのH P （h t t p : / / 2 0 1 2 s e a . n e t / ）を見ると日程が第4 週に
なっているので問い合わせたところ、スポンサーの都合でそのようになった
との返事があった。M A R E S  ( M a l a y s i a n  A m a t e u r  R a d i o  E m e r g e n c y  S e r v i c e
 S o c i e t y )  がホストを務め、T o u r i s m  M a l a y s i a  がスポンサーになっているよう
だ。場所はK L のD y n a s t y  H o t e l とのことであり、会費はU S $ 4 5 0 以内と発表
された。飛行便も含めて日本からは参加しやすい条件が整ったので、当ク
ラブからも大勢での参加が望まれる。

続いて議題はその次の開催地を決めることになった。 議長が「2 0 1 4
年はD U が主催する旨申し出ているので、2 0 1 3 年はどこにするか」と
候補地の申し出を受け付けたが、過去何回も開催してきたタイが今
回はバンコックの洪水で参加していなく、会場からは「ヨーロッパ」と
か「東京」などの声が上がった。誰かの「日本」でとの発言に次々と
賛同する声がありとうとう断われなくなった。2 0 0 6 年に大阪で開催し
たコンベンションは楽しかったと煽てられて、とにかく日本で引き受
けることにしたが、今回は準備をして立候補したものではなく、突然
決まったため準備期間が短いこともあり準備が大変である。皆から
同情と激励の言葉を掛けられたが期待は大きいようだ。しかし皆が
参加できるような費用の設定をしてほしいと、大きな宿題も同時に預
かった。続くF a r w e l l  L u n c h で今回の公式行事は終了したが、コンベ
ンションの会長V 8 5 D X ,  S a l l e h さんと 副会長 V 8 5 S S , 　E m r a n さんは 
A I T I の若い職員をつかまえて総会の続きの意見を述べていた （写
真4 9 ）。

その日の午後は、2 0 0 6 年のコンベンションで大阪に来たこともあるV 8 5 B A ,  A b u さん、V 8 5 K H ,  J u l i a さんご夫妻が自宅に招待した
いと誘ってくれたので、西さん、新開さん、湯さん達、大阪からの同行者と共にそれに応じてシャックを拝見させて頂くことにした。
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我々の他に韓国のD S 1 B O X , C h o さん、H L 1 K D W ,  C h a e さんご夫妻とセルビアのY U 7 S C ,  
S v e t o m i r さん、Y U 7 O I A ,  T u r i d さんご夫妻が招待されていて、A b u さんの息子V 8 5 R A ,  R a h
m a n さんと、親戚のV 8 9 M A T ,  M a d i n さん（いずれも2 0 0 6 年の大阪でのコンベンションに参
加している）が車でホテルまで迎えに来てくれた。着いたところは1 5 階建の豪華なマン
ション( 写真5 0 ) でその最上階の2 階分が彼らの住居であった。そこにはV 8 5 D X ,  S a l l e h さ
んご夫妻も来ていたが、A b u さん達とは親戚関係らしい。高層階の居室からの眺めは素
晴らしく、皆で一斉にシャッターを切った（写真5 1 ）が、その後案内された屋上の巨大なア
ンテナに驚き( 写真5 2 ）、またシャックにはY a e s u の高級機F T D X 9 0 0 0 M P などがさりげなく
据えられていたのにはまた驚いた（写真5 3 ）。V 8 5 K H ,  J u l i a さんが作った大きな刺繍のタ
ピストリーが飾られた部屋で歓談し（写真5 4 ～5 6 ）、地元の食べ物だと用意してくれた
ケーキなどをご馳走になった（写真5 7 ）。そして、帰りにV 8 5 R A ,  R a h m a n さんご自慢の車
を見せるというので、1 階の駐車場に向かった。そこには多くの高級車が並んでいたが、
いずれもライセンスプレートは1 0 0 0 番で、彼の自慢の車は「B  1 0 0 0 」のライセンスプレート
を付けたレクサスの最新モデル" T H E  L E X U S  L F A " であった( 写真5 8 ) 。彼はこれを輸入
した直後に日本の震災で入手できなくなり、現在ブルネイではこの1 台しかないとのことで
あった。あとで、ウエブサイトで調べると5 0 0 台の限定生産車で月に2 0 台しか生産してお
らず、エンジンは5 , 0 0 0 C C の5 0 0 馬力とある凄いスポーツカーだ。前もって知っていれば
誉め言葉もあったのだが・・・。
この日の夕刻は、ローカルのメンバーが近くのショッピングセンターやレストラン( 写真5 9 )
に案内してくれた。Q S L マネジャーを引き受けたJ A 4 D P L 吉房さんはJ K 3 I Y B 西さんと協力
してログを自分のP C に入力し（写真6 0 ）、B D A R A が作ったQ S L カード（写真6 1 ）持ち帰っ
てくれた。吉房さんは、その後も2 2 日まで残って精力的にV 8 4 S E A を運用したようだが、 
1 , 0 0 0  Q S O には少し届かなかったと残念がっていた。
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5 日目の2 1 日（月）は非公式な行事として、V 8 5 Z X ,  N a s r a n さん達が、希望者に市内の観光に案内してくれた。先ず案内されたの
が王立の博物館（写真6 3 ）であったが、内部の写真撮影が禁止されていたのは残念であった。それでもロビーでの撮影はO K との
事で西さん達と写真を撮っていると（写真6 4 ）、見学に来ていた子供たちがロビーの階段に並んで記念撮影を始めた。回教徒らし
い制服が珍しく、先生らしい人に私も撮らせて貰っていかと尋ねると、撮ってあげるから一緒に座れと撮ってくれた（写真6 5 ）。その
後、モスクが遠望できる川べりの公園や、金色の王立モスクを背景に写真の撮れる（写真6 5 ）ショッピングセンターなど観光スポット
を案内してもらった。午後には、V 8 5 D X ,  S a l l e h さんやV 8 5 B A ,  A b u さん達大勢が空港まで見送ってくれたが、最初から最後まで組
織的に良く面倒を見てくれたのには感謝である。

注：写真はJ A 5 E V Q ,  J A 4 D P L ,  
J E 3 B E Q ,  J K 3 I Y B ,  J O 3 T I C ,  
J L 1 X W R ,  7 K 3 E O P ,  H L 1 K D W
から頂いた写真も使用して
います。
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